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≪産学連携第2弾≫地下鉄空間で効果的なクリエイティブを検証 

～地下の感覚を捉えた未来志向型の広告～ 

 
東京国際大学(理事長･総長：倉田信靖)商学部は、太陽工業株式会社(東京本社：東京都世田谷区、大阪本

社：大阪市淀川区、社長：能村祐己、以下：太陽工業)、株式会社メトロアドエージェンシー（本社：東京都港区、

代表取締役社長：川田博之、以下：メトロアド）と協力し、「交通広告の価値」を産学共同で研究しました。第 2 弾

として、地下走行の車両メディアで効果的なクリエイティブを検証しました。 

※第 1 弾は「駅の階段広告」を研究対象として調査を実施。詳細はこちら  

 

 

●地上と比較し、地下空間では刺激を求める傾向 

本学商学部・平木いくみゼミでの先行研究やプリテストの結果、地下≒暗い環境では不安感情が高まり、地上より「ス

マホなどの刺激物へ注意が向く環境」であることが導き出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スマホと同じく注意を向けるためにどんな刺激が効果的か？ 

  創業 100 年以上の歴史を誇る太陽グループ（太陽工業株式会社、TSP 太陽株式会社、アクティオ株式会社）

を題材に検証いたしました。次の 100 年に向けて、グループ経営の強化を図っていることをステークホルダーへ周知する

「未来要素 1」がある動画広告を東京メトロの車両内のデジタルサイネージで放映検証しました。 

その後、昼と夜に分けてインターネット調査を行い、動画広告に対する印象を調査しました。その結果、昼を地上空

間、夜と地下空間と想定した場合、地上よりも地下のほうが広告への注意や評価が高くなりました。 

このことから、地下鉄で展開する広告は、未来的な要素があるクリエイティブが効果的であることが明らかになりました。 

 

  1 事前のクリエイティブ調査で「未来要素（未来、将来、希望、新しさを感じる）」があることを確認 

 

 

 

 

https://www.tiu.ac.jp/news/news_1.pdf


●単なる色味や形だけでの表現≒刺激では効果的にならない 

 事前のプリテストにて、より強い刺激を与えるために「広告の色味」や「広告の形」の違いでも検証しましたが、地上と地

下で広告に対する注意や評価に違いは見られませんでした。しかし、「海外」や「未来」の訴求内容は高評価となりまし

た。明るい条件（地上）よりも暗い条件（地下鉄）において、国内よりも海外、過去より未来の方が光との概念の結

びつきが強いからだと思われます。 

地下鉄で展開する広告は、単に刺激を強くするだけではなく、訴求内容（クリエイティブ）から光概念を活性化させる

こと、なかでも「未来」を訴求した内容は効果が高いことが示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後への示唆出し 

 今回の検証では、無意識に不安感情が高まる地下空間において、人は刺激を求めること、その刺激は光の概念を連

想させるクリエイティブが有効であることがわかりました。 

 ただし、訴求ポイントやクリエイティブ表現など特定のシチュエーションでの調査につき、すべての広告主・車両内サイネー

ジ全体に応用が効くものではありません。今後も様々な検証を重ねて、交通広告のプランニングの一助を担える施策につ

ながるよう、学術研究を進めていく必要性を感じています。 

 

 

■産学共同研究 概要 

本研究は、本学商学部・平木いくみゼミが仮説立案から調査を担当し、広告主として太陽工業、広告媒体の提供お

よび全体プロデュースを担うメトロアドエージェンシーと連携することで実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜ご参考＞ 

▼研究主体: 本学商学部 平木いくみゼミ 27 名（3 年生 14 名、4 年生 13 名） 

協力: 太陽工業、メトロアド 

研究期間: 2022 年 9 月～2024 年 6 月 

・大学構内のプレ調査-第 1 回：2022 年 11 月 16 日  

・大学構内のプレ調査-第 2 回：2023 年 6 月 28 日  

・動画クリエイティブのプリテスト：2024 年 2 月 21 日 

・東京メトロ全線ドア上車両(Tokyo Metro Vision)放映：2024 年 2 月 26 日～3 月 3 日 

・インターネット調査：2024 年 3 月 8 日（夜）・3 月 11 日（昼） 

 

▼商学部 平木いくみゼミ 

感覚(センサリー)マーケティングの研究分野に長けた平木いくみ教授のもと、主に「マーケティングと消費者行

動」の研究活動をしています。これまでも産学協同の研究は活発にしており、コンビニエンスストアでの陳列や

POP 広告の実験、さいたまスーパーアリーナでのチラシ実験、地酒ビールのブランディングなどの実績がありま

す。 

 

▼太陽工業株式会社 

太陽工業は、経済性、施工性、透光性、デザイン性に優れた大型膜面構造物のリーディングカンパニーです。

「膜の無限の可能性を引き出し、お客さまに感動と快適な環境をお届けします。」の企業理念のもと、軽くて丈

夫な素材の特性を活かし、巨大ドームの屋根に象徴される各種建築事業をはじめ、土木や物流、さらには環

境分野などにも事業を展開し社会の安全・安心を支えています。 

 

▼太陽グループ 

太陽工業株式会社、TSP 太陽株式会社、アクティオ株式会社の 3 社からなります。 

太陽グループは 1922 年、能村テント商会として創業し、その後、戦後の焼け野原の中、ミシン一台ハサミ一

丁から再スタートを切りました。創業以来、「少しでも社会の役に立ちたい、一人でも多くの人に感動を届けた

い」という思いのもと、「膜」素材の特徴を活かしたユニークな製品を世に送り出してきました。「膜」技術をベース

に 1970 年の大阪万博で大規模なパビリオン設営や運営を請け負うなかで、TSP 太陽やアクティオが誕生

し、能村テント商会を起源とする今日のグループ 3 社が形成されました。グループ創業 100 周年を機に、グル

ープ 3 社でのシナジーを高めながら膜と空間と体験の可能性を追求し続け、「世界を、やわらかく。未来を、あ

たたかく。」することを目指しています。 

 

▼株式会社メトロアドエージェンシー 

東京メトロ(東京地下鉄)グループの広告会社。東京メトロ構内の広告媒体の運営管理、屋外イベントスペー

スの運用、総合広告代理業、自社キャラクター・メディア事業を展開しております。グループ資産を軸に企業の

統合的なマーケティング・コミュニケーションをプロデュースしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本件に関するお問合せ先 

学校法人 東京国際大学 入学センター アドミッション 2 課（担当：神保） 
TEL：049-233-2681 FAX：049-232-3300 Email: kouhou@tiu.ac.jp 
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